
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タキイ種苗株式会社（所在地：京都市下京区、代表取締役社長：瀧井傳一）は、8月31日の「やさいの日」を前に
全国の20歳以上の男女600人（農業関連従事者、食料/飲料（酒類除く）の卸売・小売業従事者除く）を対象に、今
年で13回目となる「2021年度 野菜と家庭菜園に関する調査」を行い、「野菜」にまつわるイメージ評価や、野菜作り
（家庭菜園／ベランダ菜園）の関心度、実践状況、また、2年目となったコロナ禍での野菜にまつわる項目等について
調査しました（インターネット調査・期間：2021.7.3～7.5）。 

 

 

 

 

 

 

 

■ 好きな野菜、「トマト」が前回調査の 4位から首位奪還！ 12回目の 1位に！ 

大人の「好きな野菜」No.1は、「トマト」（75.0％）で、2020年に初めて「たまねぎ」に王座を譲ったトマトが、1年ぶり

12回目の 1位を飾りました。子どもが好きな野菜では、10年連続で「トマト」（56.5％）が 1位となりました。 

■ コロナ禍 2年目に「家庭菜園を始めた」人が約 3割。現在実施中の 9割以上が継続意向あり 

家庭菜園現在実施者のうち 27.7％は「コロナ禍 2年目以降に家庭菜園を始めた」と回答。現在の家庭菜園実施

者のうち 94.6％とほとんどの人が「今後も続けたい」と高い継続意向を示しました。 

■ 家庭菜園経験者約 8割が野菜作りの難しさを実感！一方、知識を増やしたい人も 7割以上に！ 

家庭菜園経験者のうち、77．5％が「野菜を育てることは想像以上に大変だった」と回答。その一方で「家庭菜園に

ついて勉強したい・知識を増やしたいと思った」人も 74.7％いることがわかりました。 

■ 4割が「生産者の顔がわかる野菜を買いたい」、「生産者を助けたい」もコロナ禍で増加 

コロナ禍 2年目の現在、野菜購入の際の行動や意識の変化について、40.0％が「生産者の顔がわかる野菜を買い

たい」と回答。また、食品ロス削減のために実践・意識していることでも、コロナ禍以降は「生産者を助けたい」と思っ

ている人が「食材を無駄にしないようにしている」に次ぎ 2番目に多いことがわかりました。 

 

調査結果 Topics！ 

コロナ禍 2 年目に家庭菜園を始めた人が約 3 割！9 割以上が「続けたい」！ 

コロナ禍 2 年目で 

家庭菜園を始めた 

計 27.7％ 

ニュースリリース 

2021.8.19 
 
 
 

〒600-8686京都市下京区梅小路 

 
 

8(ヤ)月 31(サイ)日は 【野菜の日】！ 

◆2021 年もコロナ禍で家庭菜園デビューが続々！◆ 
約 3 割がコロナ禍 2 年目に新たに家庭菜園をスタート！  

「好きな野菜」は「トマト」が 12 回目の 1 位！前年 4 位から返り咲き 
◆◆ コロナ禍で高まる生産者への意識 ◆◆ 

4 割が「生産者の顔がわかる野菜を買いたい」、「生産者を助けたい」もコロナ禍で増加 

※本リリース上のスコアの構成比（%）は小数第 2 位以下を四捨五入しているため、合計しても必ずしも 100％にならない場合もあります。 

調査結果へのコメント（タキイ種苗 広報出版部 桐野） 
今回の調査では、家庭菜園を行っている方の約４割の方が昨年の３月以降のコロナ禍で始めたと回答しています。おうち時間が
増えたことなどで、家庭菜園の人気を裏付ける結果となりました。家庭菜園を経験して感じたことのトップが「農家・生産者の 
すごさを感じた」という結果も興味深いです。 

 

 

＜現在の家庭菜園実施者（n=148）＞ 

家庭菜園を続けたい 

計 94.6％ 

＜現在の家庭菜園実施者（n=148)＞ 

「2021 年度 野菜と家庭菜園に関する調査」 

2021年

の春以降

27.7%

それ以前

72.3%
「続けたい」計

94.6%

「そう思わ

ない」計

5.4%
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2020年         ※複数回答、トップ10 2021 年             ※複数回答、トップ 10 

2020年         ※複数回答、トップ10 2021 年             ※複数回答、トップ 10 

         

 

① 大人の「野菜好き」が 3 年連続で 9 割超え！ 

 野菜が好きな大人は、「大好き」（41.2％）、「どちらかといえ

ば好き」（49.2％）を合わせて90.4％となりました。大人の「野

菜好き」は3年連続で9割を超え、今年は「大好き」の割合が

前年（39.0％）から2.2ポイント微増しています。 

 

② トマトが「好きな野菜」で 2 年ぶり 12 回目の 1 位！ 

 大人の好きな野菜では、前年に12年間で初めて王座を譲

り4位になった「トマト」が75.0％で堂々の1位返り咲きとなりま

した。2位は「じゃがいも」（74.2％）、前年の王者「たまねぎ」

（72.8％）は3位となり、変動が見られました。 

好きな人の割合が最も伸びたのは「きゅうり」（71.0％）で、前年度ランク外から6.3ポイント増で6位になってい

ます。注目は「枝豆」で、4年連続で3ポイント以上増加（2018年：60.5％➡2019年：64.5％➡2020年：68.3％

➡2021年：71.3％）する躍進ぶりで、5位にランクインしています。 

1位「トマト」が支持された理由は、「おいしいから」（88.4％）、「健康によいと思うから」（62.1％）、「栄養がある

と思うから」（43.2％）の順に多い結果となりました。コロナ禍が2年目を迎えて「料理疲れ」「自炊疲れ」が叫ばれ

る中、あまり手を加えなくても食べることができ、栄養価が高いトマトが再び高い支持を集めたのかもしれません。 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
③ 大人の 3 割以上は「嫌いな野菜がない」！「嫌いな野菜」トップ 2 は常連の「セロリ」と「ゴーヤ」。 

大人が嫌いな野菜については、「特にない」と回答した人が33.5％と最も多い結果となりました。嫌いな野菜で

1位の「セロリ」（25.5％）、2位「ゴーヤ」（24.5％）は、2017年以来5年連続でトップ2となっています。前年から

嫌いな人の割合が最も下がった野菜は「ケール」（13.8％）で6.4ポイント減となり、徐々に市民権を得ていると

いえそうです。 

「セロリ」が嫌いな理由は「味が苦手だから」（83.6％）、「匂いが苦手だから」（52.1％）が多く、独特の風味を

苦手とする人が多いようです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 野菜ランキング ＜大人編＞ 

●あなたは野菜が好きですか？＜全体（N=600）＞ 

野菜好き 

計 90.4％ 

●大人が好きな野菜 トップ 10（2020 年、2021 年比較） 

●大人が嫌いな野菜 トップ 10 （2020 年、2021 年比較） 

大好き

41.2%

どちらかといえば好き

49.2%

どちらかといえば嫌い

9.2%

大嫌い

0.5%

1位 　たまねぎ 74.0%

2位 　キャベツ 73.8%

3位 　じゃがいも 72.8%

4位 　トマト 72.2%

5位 　枝豆 68.3%

6位 　大根 67.7%

7位 　とうもろこし 67.2%

8位 　ほうれん草 67.0%

9位 　レタス 66.5%

10位 　ネギ 66.3%

1位 　トマト 75.0% +2.8pt

2位 　じゃがいも 74.2% +1.4pt

3位 　たまねぎ 72.8% -1.2pt

4位 　キャベツ 71.8% -2.0pt

5位 　枝豆 71.3% +3.0pt

6位 　大根 71.0% +3.3pt

6位 　きゅうり 71.0% +6.3pt

8位 　さつまいも 69.8% +4.6pt

9位 　ほうれん草 69.3% +2.3pt

10位 　なす 68.7% +3.0pt

1位 　セロリ 26.3%

2位 　ゴーヤ 22.3%

3位 　ケール 20.2%

4位 　モロヘイヤ 15.5%

5位 　春菊 12.7%

6位 　カリフラワー 10.8%

7位 　トマト 9.7%

8位 　とうがらし 7.7%

9位 　そら豆 6.8%

9位 　ズッキーニ 6.8%

32.8%「嫌いな野菜は特にない」

1位 セロリ 25.5% -0.8pt

2位 ゴーヤ 24.5% +2.2pt

3位 モロヘイヤ 16.2% +0.7pt

4位 春菊 14.8% +2.1pt

5位 ケール 13.8% -6.4pt

6位 カリフラワー 10.2% -0.6pt

7位 トマト 8.5% -1.2pt

7位 にんじん 8.5% +2.3pt

9位 とうがらし 8.2% +0.5pt

10位 ズッキーニ 8.0% +1.2pt

33.5% +0.7pt「嫌いな野菜は特にない」
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大好き

18.8%

どちらかといえば好き

45.5%

どちらかといえば嫌い

31.4%

大嫌い

4.2%

2021 年          ※複数回答、トップ 10 

2021 年          ※複数回答、トップ 10 

 

 

① 「野菜好き」の子どもが 6 割以上！  

 12歳以下の子どもがいる家庭に子どもの野菜の好き嫌いを

尋ねたところ、「大好き」（18.8％）、「どちらかといえば好き」

（45.5％）を合わせて64.3％となり、前年（64.5％）に引き続

き、子どもの6割以上が「野菜好き」であることがわかりました。

また、「大好き」の割合は前年（13.1％）から5.7ポイント増とな

りました。 

 
 
 
 

 

② 「子どもが好きな野菜」で、「トマト」が 10 年連続で 1 位！ 

  甘い「さつまいも」「かぼちゃ」「メロン」などが人気！  

 子どもが好きな野菜でも「トマト」（56.5％）が1位で、10年連続

の首位を守りました。「じゃがいも」（54.5％）も、大人・子ども両

方のランキングで2位となり、人気がわかる結果となりました。 

子どものランキングでは、3位「さつまいも」（52.4％）、6位「か

ぼちゃ」（43.5％）、8位「とうもろこし」（39.8％）と、甘みのある野

菜や、7位「メロン」（40.3％）、8位「スイカ」（39.8％）といったデ

ザートにもなる甘い野菜が多くランクインし、人気を見せています。 

子どもたちが「トマト」を好きな理由は、「おいしいから」（85.7％）

が最も多く、次いで「栄養があると思うから」（26.5％）となり、純

粋に「おいしさ」が支持されていることがわかります。 

 

③ 子どもの4人に1人は「嫌いな野菜がない」！ 

  「子どもが嫌いな野菜」でもトップ2は「ゴーヤ」と「セロリ」。 

 子どもが「野菜が嫌い」と回答した人は35.6％（「大嫌い」

4.2％、「どちらかといえば嫌い」31.4％合計）でしたが、子どもが

嫌いな野菜では、「ゴーヤ」（33.5％）が2016年以来6年連続の

1位でした。2位は「セロリ」（29.3％）で、トップ2は「大人が嫌いな

野菜」と同じ結果となりました。 

3位「ピーマン」（28.3％）、7位「ししとう」（17.3％）、9位「パプ

リカ」（15.7％）の三つは大人のランキングには入っておらず、ピ

ーマン類の野菜に苦手意識を持つのは子ども特有であるといえ

そうです。 

嫌いな理由としては「味が苦手だから」（83.4％）、が最も多く、

苦みに苦手意識を持つ子どもが多いようです。 

一方、「嫌いな野菜は特にない」と回答した子どもは24.1％で、

前年（19.2％）より4.9ポイント増となり、子どもの約4人に1人は

「嫌いな野菜がない」ことがわかりました。 

 

 

 

 

2. 野菜ランキング ＜子ども編＞ 

●あなたのお子さまは野菜が好きですか？ 

＜0～12 歳の子どものいる方（n=191）＞ 

●子どもが好きな野菜トップ 10 

＜0～12 歳の子どものいる方（n=191）＞ 

●子どもが嫌いな野菜トップ 10  

＜0～12 歳の子どものいる方（n=191）＞ 

子どもが 

野菜好き 

計 64.3％ 

1位 　トマト 56.5%

2位 　じゃがいも 54.5%

3位 　さつまいも 52.4%

4位 　きゅうり 45.5%

5位 　にんじん 45.0%

6位 　かぼちゃ 43.5%

7位 　メロン 40.3%

8位 　たまねぎ 39.8%

8位 　とうもろこし 39.8%

8位 　スイカ 39.8%

1位 　ゴーヤ 33.5%

2位 　セロリ 29.3%

3位 　ピーマン 28.3%

4位 　とうがらし 27.2%

5位 　トマト 23.0%

6位 　春菊 22.5%

7位 　ししとう 17.3%

8位 　ケール 16.8%

9位 　パプリカ 15.7%

10位 　モロヘイヤ 15.2%

24.1%「嫌いな野菜は特にない」
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かなり重視

している

31.7%

ある程度重視している

53.2%

あまり重視していない

12.5%

ほとんど重視していない

2.7%
十分に食べ

ている

16.2%

ある程度は食べている

54.8%

やや不足

23.7%

かなり不足

5.3%

 

 

➀ 8割以上が「野菜摂取を重視している」が、約3割が「野菜不足」を実感 

野菜摂取について、「かなり重視」（31.7％）と「ある程度重視」（53.2％）している人は合計84.9％と、8割以

上となった一方、「野菜を十分に食べている」人は16.2％にとどまっています。野菜摂取について「かなり不足」

（5.3％）、「やや不足」（23.7％）は合計29.0％で、約3割が野菜不足を実感していることが明らかになりました。

「野菜不足」の人は前年（30.6％）から微減、「十分に食べている」人は前年（14.7％）から微増となりましたが、

依然として「野菜摂取を重視」する割合が高いことに対し、十分に摂取できている人は少ないといえます。 

  

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

② 野菜不足の原因 1 位は「量を食べられないから」。「たくさん食べる料理方法がわからない」人も 

「野菜不足」を実感している人に聞いた「十分に取れていない理由」では、「量をたくさん食べられないから」

（32.2％）が前年に続き1位となりました。2位「日頃の食事で野菜を使った料理を食べる機会が少ないから」

（27.0％）、3位「野菜の値段が高いから」（23.6％）のトップ3は前年と同項目でしたが、同率で3位となった「野

菜をたくさん食べる料理方法がわからないから」（23.6％）は前年より5.1ポイント増加しています。 

「野菜は量をたくさん食べられないから」は、男性では年代が上がるにつれて徐々に割合が増す傾向であるの

に対し、女性は年代が上がるにつれて割合が下がる傾向が見られます。「野菜の値段が高いから」は、40代女

性（34.6％）の実感が特に高く、価格もネックになっている様子がうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

(％) 

「野菜不足」  

計 29.0％ 

●野菜を十分に取れていない理由  ＜野菜が不足していると思っている方（2021 年 n=174、2020 年 n=184）＞ 

「野菜摂取を重視」  

計 84.9％ 

3. 野菜の摂取について 

●野菜摂取の重要度＜全体（N=600）＞ ●野菜の十分な摂取について＜全体（N=600）＞ 

32.2

27.0
23.6 23.6

38.6

29.3

18.5

26.6

0.0

45.0

2021年 2020年

※複数回答、上位10項目（2021年の結果で降順）

N=20 以下は参考値 

1位 2位 3位 3 位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

n

野

菜

は

量

を

た

く

さ

ん

食

べ

ら

れ

な

い

か

ら

日

頃

の

食

事

で

野

菜

を

使

っ

た

料

理

を

食

べ

る

機

会

が

少

な

い

か

ら

野

菜

を

た

く

さ

ん

食

べ

る

料

理

方

法

が

よ

く

わ

か

ら

な

い

か

ら

野

菜

の

値

段

が

高

い

か

ら

自

分

が

あ

ま

り

野

菜

を

好

き

で

は

な

い

か

ら

野

菜

を

十

分

に

食

べ

た

り

、

料

理

を

す

る

だ

け

の

時

間

が

な

い

か

ら

わ

ざ

わ

ざ

野

菜

を

使

っ

て

料

理

す

る

の

が

面

倒

だ

か

ら

野

菜

は

日

持

ち

し

な

い

の

で

あ

ま

り

買

わ

な

い

か

ら

ど

ん

な

野

菜

を

も

っ

と

食

べ

た

ら

よ

い

か

、

よ

く

わ

か

ら

な

い

か

ら

カ

ッ

ト

さ

れ

た

状

態

で

売

ら

れ

て

い

る

野

菜

ば

か

り

食

べ

て

い

る

か

ら

2021年 174 32.2 27.0 23.6 23.6 17.2 16.7 12.1 11.5 9.8 9.2

2020年 184 38.6 29.3 18.5 26.6 14.1 15.8 12.0 10.3 15.8 10.3

20代 13 7.7 15.4 23.1 30.8 15.4 23.1 23.1 15.4 7.7 7.7

30代 22 22.7 36.4 22.7 22.7 9.1 27.3 9.1 0.0 18.2 9.1

40代 33 30.3 24.2 18.2 21.2 18.2 21.2 9.1 15.2 9.1 12.1

50代 17 29.4 35.3 29.4 11.8 29.4 17.6 17.6 11.8 5.9 17.6

60代 9 44.4 22.2 0.0 11.1 22.2 0.0 22.2 11.1 11.1 22.2

20代 16 43.8 31.3 31.3 25.0 12.5 18.8 18.8 12.5 12.5 6.3

30代 25 40.0 16.0 16.0 24.0 28.0 12.0 16.0 12.0 4.0 8.0

40代 26 42.3 38.5 26.9 34.6 11.5 11.5 3.8 11.5 11.5 3.8

50代 6 33.3 16.7 50.0 33.3 0.0 16.7 0.0 0.0 16.7 0.0

60代 7 14.3 14.3 42.9 14.3 14.3 0.0 0.0 28.6 0.0 0.0

男性

女性

2021年

性年代別

＊■全体＋10ポイント以上、■は－10ポイント以下
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③ 野菜購入の際に最も重視されている「新鮮さ」。男女とも50代、60代が特に重視 

 野菜を食べる際や購入時に最も重視するポイントは、「新鮮であること」（71.5％）で、2位「価格の安さ」

（62.8％）、3位「味のおいしさ」（57.2％）のトップ3は、特に多くの回答を集めました。 

1位「新鮮であること」と回答した人は、年代が上がるにつれて割合が高くなり、男女とも50代、60代では全体

より10ポイント以上高く、特に60代男性（87.5％）は9割近くが回答しています。「価格の安さ」は、20代女性

（81.5％）で最も多く、30代では男女とも全体より10ポイント以上高い割合となっており、若い年代にとって野菜

選びの際の価格の重要性がわかる結果となりました。7位「料理のしやすさ」（24.7％）は、30～50代女性からの

回答を多く集め、料理や家計の担い手となっている女性が多いことがうかがえる結果となりました。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●野菜を食べる際や購入する際に重視しているポイント  ＜全体（N=600）＞ 

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

n

新

鮮

で

あ

る

こ

と

価

格

の

安

さ

味

の

お

い

し

さ

安

全

性

・

信

頼

性

の

高

さ

栄

養

が

あ

る

こ

と

（

栄

養

価

が

高

い

こ

と

）

国

産

で

あ

る

こ

と

料

理

の

し

や

す

さ

産

地

が

は

っ

き

り

し

て

い

る

（

わ

か

る

）

こ

と

食

べ

や

す

さ

自

身

や

家

族

の

好

み

全体 600 71.5 62.8 57.2 39.0 26.8 25.5 24.7 14.7 12.7 11.5

20代 40 57.5 47.5 40.0 25.0 25.0 10.0 12.5 5.0 20.0 5.0

30代 65 58.5 73.8 63.1 27.7 26.2 18.5 27.7 16.9 18.5 7.7

40代 115 64.3 54.8 57.4 40.9 27.8 17.4 13.9 12.2 11.3 13.0

50代 40 82.5 42.5 55.0 47.5 15.0 32.5 12.5 22.5 10.0 7.5

60代 40 87.5 57.5 40.0 47.5 22.5 30.0 17.5 15.0 7.5 5.0

20代 54 57.4 81.5 63.0 37.0 33.3 11.1 22.2 11.1 11.1 13.0

30代 70 70.0 75.7 64.3 35.7 30.0 31.4 35.7 12.9 11.4 10.0

40代 96 81.3 65.6 63.5 39.6 28.1 34.4 36.5 16.7 12.5 16.7

50代 40 85.0 65.0 62.5 42.5 32.5 32.5 37.5 7.5 17.5 17.5

60代 40 85.0 52.5 42.5 52.5 20.0 45.0 25.0 30.0 7.5 12.5

男性

女性

＊■全体＋10ポイント以上、■は－10ポイント以下

71.5
62.8

57.2

39.0
26.8 25.5 24.7

14.7 12.7 11.5

0.0

45.0

90.0
※五つまで回答、上位10項目
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＜コロナ禍での野菜の価格と供給＞ 

① 6 割以上が「コロナ禍前よりも野菜が高くなっている」と実感 

 新型コロナウイルス感染拡大前と現在の野菜の販

売価格を比較して、「高くなっている」（19.5％）、「や

や高くなっている」（42.5％）の合計は 62.0％で、6

割以上が「高くなった」と実感していることがわかりま

した。「変わらない」（33.8％）と回答した人は 3割程

度で、多くの人はコロナ禍前より野菜の価格が高くな

っていると感じている様子が明らかになりました。 

 

 

 
 

 
 
② 6割以上が「コロナ禍でも野菜は安定して供給されている」と実感 

9割以上が野菜の安定供給は「生活の安心につながっている」と感じている 

 新型コロナウイルス感染拡大以降の野菜の供給については、「安定して供給されていると感じる」（11.5％）、

「どちらかというと、安定して供給されていると感じる」（53.7％）の合計65.2％の人が、コロナ禍でも安定した野菜

の供給を実感していることが明らかになりました。 

「野菜が安定して供給されていると感じる」と回答した人に、そのことが「生活の安心につながる」と思うかを聞

いたところ、「あてはまる」（50.1％）、「ややあてはまる」（44.5％）の合計94.6％と、ほとんどの人が「コロナ禍でも

野菜が安定して供給されていることは、生活の安心につながる」と感じていることがわかりました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高くなって

いる

19.5%

やや高くなっている

42.5%

変わらない

33.8%

やや安くなっている

2.5%

安くなっている

1.7%

あてはまる

50.1%ややあてはまる

44.5%

あまりあてはまらない

3.6%

あてはまらない

1.8%

●新型コロナウイルス感染拡大前(2020 年 3 月以前)

と比べて野菜の販売価格に変化を感じるか 

＜全体（N=600）＞ 

「コロナ禍前より 

野菜が高くなった」 

計 62.0％ 

●新型コロナウイルス感染拡大以降(2020 年 3 月以降)も、

それ以前と同様に野菜が安定して供給されていると感じるか 

＜全体（N=600）＞ 

●野菜が安定して供給され続けていることに対して、 

「生活の安心につながる」と思うか 

＜野菜が安定して供給されていると回答した方、（n=391）＞ 

「コロナ禍でも野菜が 

安定して供給されている」 

計 65.2％ 

「野菜が安定して供給されていることは 

生活の安心につながる」 

計 94.6％ 

Topic 【コロナ禍における野菜購入について】 

11.5％

53.7％

18.7％

5.5％

10.7％ 安定して供給されていると感じる

どちらかというと、安定して供給されて

いると感じる

どちらかというと、安定して供給されて

いると感じない

安定して供給されていると感じない

わからない
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＜家庭菜園＞  

①  約2人に1人が「家庭菜園経験者」、未経験でも4人に1人が「家庭菜園で野菜を作ってみたい」 

家庭菜園の経験者は、「現在、自宅の庭や畑、あるいは市民農園などを借りて、野菜を作っている」

（14.3％）、「現在、（庭や畑、市民農園ではないが）自宅のベランダや室内で野菜を作っている」（10.3％）と、

「現在はしていないが、過去に家庭菜園で野菜を作ったことがある」（22.0％）を合わせて46.6％でした。 

「家庭菜園で野菜を作ったことがない」人に「家庭菜園に関心があり、家庭菜園で野菜を作ってみたいか」を

聞いたところ、合計25.1％と、未経験者の4人に1人が「家庭菜園で野菜を作ってみたい」ことがわかりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 約3割が「コロナ禍2年目以降に家庭菜園をスタート」！実施者の9割以上が「続けたい」！  

家庭菜園を現在実施している人に経験者に始めた時期を聞いたところ、「今年の夏以降（2021年6月）」

（10.1％）、「今年の春（2021年3～5月）」（17.6％）の合計27.7％と、約3割がコロナ禍2年目以降に家庭菜園

を始めたことがわかりました。 

また、家庭菜園経験者のうち現在も実施している方に「今後も続けたいか／趣味にしたいか」を聞くと、「そう

思う」（66.9％）、「ややそう思う」（27.7％）は合計94.6％にも上り、9割以上が「続けたい」ことがわかりました。 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

●家庭菜園を始めたのはいつ頃か  

＜現在家庭菜園を実施している方（n=148）＞ 

●今後も家庭菜園を続けたい／趣味にしたいか 

＜現在家庭菜園を実施している方（n=148）＞ 

「家庭菜園を続けたい」 

計 94.6％ 

「コロナ禍 2 年目以降に 

家庭菜園を始めた」 計 27.7％ 

そう思う

66.9%

ややそう思う

27.7%

あまりそう思わない

4.7%

そう思わない

0.7%

17.6％

7.5％

74.8%

自宅のベランダやプランターを使って、といったレベルでいいなら、野菜を作ってみたい

（関心がある）

自宅の庭や畑、あるいは市民農園などを借りて、野菜を作ってみたい（関心がある）

特に家庭菜園をしてみたいとは思わない

●家庭菜園で野菜を作ったことがあるか  

＜全体（N=600）＞ 

●家庭菜園で野菜を作ってみたいと思うか 

＜家庭菜園未経験者（n=318）＞ 

「家庭菜園の経験あり」 

計 46.6％ 

「家庭菜園で野菜を 

作りたい」 

計 25.1％ 14.3％

10.3％

22.0％

53.0％

0.3％

現在、自宅の庭や畑、あるいは市民農園などを借りて、野菜を作っている

現在、（庭や畑、市民農園ではないが）自宅のベランダや室内で野菜を作っている

現在はしていないが、過去に家庭菜園で野菜を作ったことがある

家庭菜園で野菜を作ったことはない

その他

10.1％

17.6％

2.7％

1.4％2.7％

6.1％

59.5％

今年の夏以降（2021年6月以降）

今年の春（2021年3～5月）

昨年から今年の冬（2020年12～2021年2月）

昨年の秋（2020年9～11月）

昨年の夏（2020年6～8月）

昨年の春（2020年3～5月）

昨年の冬以前（2020年2月以前）

※コロナ流行以前
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③ 家庭菜園を新たに始めた理由、1位「趣味」、2位「新鮮な野菜を食べるため」、3位「節約のため」
継続理由は「新鮮な野菜を食べるため」が1位 

「家庭菜園を始めた理由」は、「趣味として楽しむため」（61.4％）が最も多く、2位の「新鮮な野菜を食べるた

め」（52.5％）も半数以上となりました。3位は「家計の節約のため」（28.6％）、4位は「手づくりの野菜の方が安

心・安全だから」（24.3％）と2割台でしたが、「手づくりの野菜の方が安心・安全だから」は60代女性（45.0％）か

ら最も多くの回答が集まりました。 

「家庭菜園で野菜を育てている（育てていた）理由」としては「新鮮な野菜を食べるため」（55.4％）が最も多く、

特に60代女性の回答が全体より10ポイント以上高く、次いで2位は「趣味として楽しむため」（54.6％）という結果

となりました。また、5位「子どもの教育のため」（18.2％）は30代男性（32.0％）が、7位「子どもに野菜を食べても

らうため」（14.3％）も30代男性（28.0％）が最も多く回答しており、若い年代の男性の、子どもの食育や栄養へ

の関心の高さを感じられる結果となりました。 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

●「家庭菜園を始めた理由」＆「家庭菜園で野菜を育てている（育てていた）理由」 ＜家庭菜園経験者（n=280）＞ 

61.4

52.5

28.6

54.6 55.4

30.0

0.0

40.0

80.0
家庭菜園を始めた理由

家庭菜園で野菜を育てている（育てていた）理由

※複数回答、上位10項目

順位は「家庭菜園を始めた理由」で降順

(％) 

N=20 以下は参考値 

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

n

趣

味

と

し

て

楽

し

む

た

め

新

鮮

な

野

菜

を

食

べ

る

た

め

家

計

の

節

約

の

た

め

手

づ

く

り

の

野

菜

の

方

が

安

心

・

安

全

だ

か

ら

子

供

の

教

育

の

た

め

庭

の

有

効

活

用

の

た

め

子

ど

も

に

野

菜

を

食

べ

て

も

ら

う

た

め

自

身

の

健

康

（

運

動

）

の

た

め

野

菜

の

摂

取

量

（

食

べ

る

量

）

を

増

や

し

た

か

っ

た

か

ら

時

間

つ

ぶ

し

の

た

め

全体 280 61.4 52.5 28.6 24.3 20.0 18.6 13.9 9.6 8.9 8.6

20代 17 35.3 35.3 29.4 29.4 5.9 11.8 5.9 5.9 5.9 11.8

30代 25 72.0 44.0 32.0 12.0 36.0 24.0 28.0 8.0 12.0 4.0

40代 54 57.4 46.3 24.1 20.4 24.1 16.7 14.8 5.6 11.1 5.6

50代 17 76.5 70.6 23.5 29.4 11.8 35.3 11.8 5.9 0.0 5.9

60代 21 76.2 61.9 19.0 23.8 14.3 19.0 0.0 23.8 4.8 9.5

20代 19 63.2 52.6 26.3 26.3 10.5 15.8 0.0 5.3 10.5 31.6

30代 42 71.4 52.4 38.1 26.2 21.4 14.3 19.0 11.9 14.3 2.4

40代 49 59.2 46.9 26.5 20.4 24.5 18.4 20.4 4.1 6.1 10.2

50代 16 37.5 68.8 43.8 25.0 25.0 6.3 12.5 6.3 18.8 0.0

60代 20 55.0 70.0 25.0 45.0 5.0 30.0 5.0 30.0 0.0 15.0

全体 280 54.6 55.4 30.0 24.6 18.2 17.1 14.3 10.4 12.5 8.2

20代 17 41.2 29.4 17.6 5.9 11.8 11.8 5.9 11.8 23.5 0.0

30代 25 68.0 48.0 20.0 8.0 32.0 20.0 28.0 4.0 12.0 4.0

40代 54 44.4 53.7 27.8 24.1 20.4 16.7 18.5 9.3 9.3 5.6

50代 17 70.6 64.7 29.4 23.5 5.9 35.3 11.8 17.6 5.9 17.6

60代 21 71.4 61.9 19.0 33.3 9.5 14.3 0.0 19.0 23.8 14.3

20代 19 63.2 36.8 26.3 21.1 10.5 10.5 0.0 5.3 10.5 21.1

30代 42 59.5 57.1 42.9 33.3 21.4 7.1 16.7 14.3 19.0 2.4

40代 49 51.0 59.2 36.7 24.5 20.4 20.4 18.4 2.0 8.2 12.2

50代 16 31.3 68.8 37.5 25.0 25.0 12.5 18.8 12.5 12.5 6.3

60代 20 55.0 70.0 25.0 40.0 10.0 30.0 5.0 20.0 5.0 5.0

女性

家庭菜園で野菜を育てている（育てていた）理由

男性

女性

男性

家庭菜園を始めた理由

＊■全体＋10ポイント以上、■は－10ポイント以下
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④ 家庭菜園実施者のうち2割が「本格派」で、ライフスタイルが変化！ 

その6割が「庭付き住宅への引っ越し」を実行、36.7％が「畑を購入」！ 

「本格農業実施者※」は、現在家庭菜園を実施している148人のうち20.3％となりました。 

 さらに「本格農業実施者」30人の「家庭菜園を経験して、実際に行動したこと」の内訳をみると、6割もの人が

「庭付き住宅への引っ越し」（60.0％）と回答。続いて「新たに畑を購入する」（36.7％）、「新たに畑を借りる」

（33.3％）、「（家庭菜園用の）耕うん機を購入する」（30.0％）で、ハードルが高いと考えられる4つの行動を実行

した人の割合が意外ともいえるほど多いことが明らかになりました。家庭菜園を経験し、本格化することで、ライフ

スタイルも大きく変化している様子がわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 家庭菜園を経験してみて一番感じることは、「農家・生産者のすごさ」！ 

家庭菜園経験者が「家庭菜園で野菜を作ってみて感じたこと」では、「農家・生産者のすごさ」（89.2％）が最

も多く、約 9割にも上ることがわかりました。2位の「野菜を育てることは想像以上に大変だった」（77.5％)も約 8

割で、野菜作りの難しさを実感する人が多い一方で、3位「家庭菜園について勉強したい・知識を増やしたいと

思った」（74.7％）が 7割以上となり、大変さを感じつつも、知識を増やしていきたいと前向きに捉えている人が

多いことが感じられます。 

また、6位「家族との会話や交流が増えた」（56.4％）、8位「友人・知人や地域の人との会話や交流が増え

た」（44.3％）と回答した人も多く、家庭菜園を通じて家族や地域のつながりが深まっている様子がわかりました。 

※ 数値は「あてはまる」「ややあてはまる」の合計値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●家庭菜園で野菜を作ってみて感じたこと 

52.1
28.6 25.4 21.1 21.1 17.1 16.4 11.8

37.1

48.9 49.3
42.5 41.8 39.3 33.9 32.5

0.0

50.0

100.0
あてはまる ややあてはまる ※家庭菜園経験者（n=280）

●家庭菜園実施者のうち本格農業実施者※の割合 

＜複数回答、現在家庭菜園を実施している方（n=148）＞ 

●家庭菜園を経験して、実際に行動したこと 

 ＜本格農業実施者※（n=30）＞ 

庭

付

き

住

宅

へ

の

引

っ

越

し

新

た

に

畑

を

購

入

す

る

新

た

に

畑

を

借

り

る

（

家

庭

菜

園

用

の

）

耕

う

ん

機

を

購

入

す

る

60.0 36.7 33.3 30.0

79.7

20.3 

0.0

100.0

本格農業実施者※ 20.3

その他 79.7

0.0

60.0

36.7 33.3 30.0

0.0

70.0

※ 「家庭菜園を経験して、実際に行動したこと」で、「庭付き住宅への引っ越し」 

「新たに畑を購入」「新たに畑を借りる」「（家庭菜園用の）耕うん機を購入する」 

のいずれか、または複数を選択した人 

(％) 
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⑥ 約8割が「子どもと一緒に家庭菜園」！ 

12歳以下の子どもがいる家庭菜園経験者の「家

庭菜園に子どもが関わっている」割合は 78.1％でし

た。前年（69.6％）より 8.5ポイント増で、コロナ禍 2

年目、子どもと一緒に家庭菜園を実施している方が

増えている様子がわかりました。 

 

 

 

 

 

⑦ 家庭菜園で、初めての野菜作りに人気の野菜は「トマト」！ 

「家庭菜園で初めて作った野菜」トップ 10 を見る

と、「トマト」（52.5％）が 2位にダブルスコア以上の

差をつけて 1位となりました。2位は「きゅうり」

（22.1％）、3位は「なす」（16.1％）でした。 

「好きな野菜ランキング」で大人・子ども共に 1位

となった「トマト」は、家庭菜園デビューの野菜として

も人気で、「初めての家庭菜園で好きなトマトを作

る」人が多いことがうかがえます。 

 

 

⑧ 「作ったことがある野菜」も「トマト」が圧倒的な人気！挑戦したいのは人気上昇中の「枝豆」！ 

「家庭菜園で作ったことがある野菜」でも、「トマト」（82.1％）、「きゅうり」（56.4％）、「なす」（51.8％）がトップ 3

となりました。4位「ピーマン」（42.1％）、5位「ネギ」（34.6％）、6位「オクラ」（27.1％）、7位「ハーブ類」

（25.7％）と、大人・子どもどちらの「好きな野菜」ランキングでもランク外だった野菜が多くトップ 10入りしており、

必ずしも「好きな野菜」と「作る野菜」は同じではないことがわかります。 

家庭菜園経験者に聞いた「今後作ってみたい野菜」では、「枝豆」（17.5％）が前年に続いて 1位でした。大

人の「好きな野菜」ランキングでは 5位となり、「好き」と回答する人の割合が徐々に増加している枝豆は、「家

庭菜園で作ってみたい」と思う人も多いようです。また、大人・子どもともに苦手な割合が高かったものの、グリー

ンカーテンとしても人気の高い「ゴーヤ」（10.0％）は 7位にランクインしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

●家庭菜園で作ったことがある野菜 

＜家庭菜園経験者（N=280）＞ 

●今後作ってみたい野菜 

＜家庭菜園経験者（n=280）＞ 

●家庭菜園で初めて作った野菜 

＜全体（N=280）＞ 

 

13.3 %

24.8 %

40.0 %

21.9 %

自分よりも積極的に関わっている

（関わっていた）

自分ほどではないが、積極的に関わって

いる（関わっていた）

少し関わっている（関わっていた）

全く関わっていない（関わっていなかった）

●家庭菜園に子どもが関わっているか 

＜12 歳以下の子供がいる家庭菜園経験者（n=105）＞ 

「家庭菜園に子どもが 

関わっている」 

計 78.1％ 

1位 　トマト 82.1%

2位 　きゅうり 56.4%

3位 　なす 51.8%

4位 　ピーマン 42.1%

5位 　ネギ 34.6%

6位 　オクラ 27.1%

7位 　ハーブ類 25.7%

8位 　枝豆 22.1%

9位 　じゃがいも 20.4%

10位 　とうもろこし 19.3%

1位 　枝豆 17.5%

2位 　オクラ 14.6%

3位 　ハーブ類 14.3%

4位 　とうもろこし 12.9%

5位 　ピーマン 12.1%

6位 　なす 11.1%

7位 　にんじん 10.0%

7位 　キャベツ 10.0%

7位 　ゴーヤ 10.0%

10位 　きゅうり 9.6%

10位 　じゃがいも 9.6%

1位 　トマト 52.5%

2位 　きゅうり 22.1%

3位 　なす 16.1%

4位 　ネギ 11.1%

5位 　ピーマン 10.4%

6位 　オクラ 8.9%

7位 　ハーブ類 7.9%

8位 　枝豆 7.1%

9位 　とうもろこし 5.4%

10位 　ゴーヤ 4.6%

10位 　じゃがいも 4.6%
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⑨ 家庭菜園に関心があっても「大変そう」なイメージで実施できていない人が多数 

①の「家庭菜園未経験者で、家庭菜園で野菜を

作ってみたい／関心がある」と回答した人に聞いた

「実践できていない理由」では、「日々の手入れ・管

理が大変そう」（71.3％）、「始めるまでの準備が大

変そう」（63.8％）といった、「大変そう」というイメージ

が大きな原因となっていることがわかりました。また、

4位「何から手を付けてよいかわからない」（23.8％）

と、始める前のハードルの高さもあるようです。 

 

 

⑩ 家庭菜園は野菜だけじゃない！3人に1人が「花の栽培経験あり」 

家庭菜園で花を栽培した経験がある人は34.2％で、3人に1人の割合となりました。育てたことのある花は、

「朝顔」（66.8％）が最も多く、小学校で栽培することでもおなじみの花が家庭菜園でも1位となりました。2位は

「チューリップ」（52.7％）、3位は「ヒマワリ」（39.5％）と、身近な花が並びました。4位は丈夫でつくりやすい「パン

ジー・ビオラ」（33.2％）で、5位には人気の花「バラ」（31.2％）がランクインしました。 

野菜だけではなく、家庭菜園で美しい花の栽培を楽しむ人の様子がわかる結果となりました。 
 
 
 

 

 

 

 

  

●家庭菜園に関心があっても実施できていない理由 

＜家庭菜園に関心があるが、やったことがない方（n=80）＞ 

花を育てた

ことがある

34.2%

ない

65.8%

●家庭菜園での花の栽培経験 ＜全体（N=600）＞ ●これまでに育てたことのある花 

＜家庭菜園で花を栽培した経験がある人（n=205）＞ 

1位 　朝顔 66.8%

2位 　チューリップ 52.7%

3位 　ヒマワリ 39.5%

4位 　パンジー・ビオラ 33.2%

5位 　バラ 31.2%

1位 　日々の手入れ・管理が大変そう 71.3%

2位 　始めるまでの準備が大変そう 63.8%

3位 　失敗しないか不安 37.5%

4位 　何から手を付けたらよいかわからない 23.8%

5位 　自宅や近所にできる場所がない 22.5%

5位 　家庭菜園をする時間がない 22.5%
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＜エコ・食品ロス問題＞ 

① エコ意識とコロナ対策意識で揺れる、「野菜の包装」有無への意識 

昨年7月にスタートしたプラスチック製買い物袋の有料化から1年、エコバッグが定着した2021年ですが、野

菜購入の際のプラスチック包装がない（少ない）ものに対して「抵抗を感じない」（29.3％）、「あまり抵抗を感じな

い」（45.3％）の合計は74.6％で、前年（74.9％）から横ばいの結果となりました。 

また、「野菜を購入するとき、包装がない（少ない）方がいい」と考える人は、「そう思う」（18.3％）、「ややそう思

う」（39.3％）を合わせて57.6％と前年（55.5％）より微増しているものの、大きな変化はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 野菜に包装がない（少ない）と抵抗がある理由1位は「衛生面が心配だから」 

野菜に包装がない（少ない）方がいいと思う理由1位は「地球に優しいと思うから」 

「野菜に包装がない（少ない）と抵抗がある」と回答した人の理由は、「衛生面が心配だから」（78.9％）が 2位

以下に大きく差をつけて 1 位となり、衛生面を心配する声が多く寄せられました。2 位「買い物袋に入れる時に

困るから」（28.9％）、3位「冷蔵庫などでの保存時に困るから」（27.0％）も 3割近い人が回答しています。 

一方、野菜に「包装がない（少ない）方がいい」と回答した人の理由は、「地球に優しいと思うから」（64.2％）が

最も多く、地球環境を考える人が多いことがわかりました。2 位の「調理する際ゴミを捨てるのが面倒くさいから」

（59.0％）も約 6割の人が回答しています。 

世界的にエコ意識が高まる中ですが、コロナ禍 2 年目の今年、店舗での衛生環境を気にする人の様子が感

じられる結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●野菜を購入するとき、包装がない（少ない）ものに対して

抵抗を感じるか             ＜全体（N=600）＞ 

●野菜を購入するとき、包装がない（少ない）方がいいと思うか 

＜全体（N=600）＞ 

4.0

4.7

21.3

20.5

45.3 

50.2 

29.3

24.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年

2020年

抵抗を感じる やや抵抗を感じる あまり抵抗を感じない 抵抗を感じない

「抵抗を感じない」 計 74.9％

「抵抗を感じない」 計 74.6％

18.3

16.0

39.3

39.5

34.2

34.7

8.2

9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年

2020年

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

「包装がない（少ない）方がいい」 計 55.5％

「包装がない（少ない）方がいい」 計 57.6％

●野菜に包装がない（少ない）方がいいと思う理由 

＜野菜に包装がない（少ない）方がいいと回答した人（n=346）＞  

●野菜に包装がない（少ない）ものに抵抗がある理由 

＜野菜に包装がない（少ない）ものに抵抗がある人（n=152）＞  

1位 　衛生面が心配だから 78.9%

2位 　買い物袋に入れる時に困るから 28.9%

3位 　冷蔵庫などでの保存時に困るから 27.0%

4位 　産地や賞味期限などの商品情報がない場合があるから 11.2%

5位 　不揃い・品質がよくないイメージがあるから 9.2%

1位 　地球に優しいと思うから 64.2%

2位 　調理する際ゴミを捨てるのが面倒くさいから 59.0%

3位 　より安いと思うから 17.1%

4位 　より新鮮だと思うから 15.6%
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③ 「大根」「たまねぎ」「にんじん」は、バラ売り（包装なし）でも抵抗感が低い 

バラ売り（包装なし）で買ってもいい野菜があるかを尋ねたとこ

ろ、1位は「にんじん」（64.8％）、2位「大根」（64.7％）、3位「た

まねぎ」（64.0％）、4 位「じゃがいも」（61.7％）は 6 割を超える

人が「バラ売りでも抵抗感なし」と回答し、特に根菜類や皮のあ

るたまねぎについてはバラ売り（包装なし）でも抵抗感なく受け入

れる人が多いようです。 

一方、「バラ売りでもいいと思う野菜はない」（8.5％）も 1 割弱

の人が回答しています。 

 

 

④ 約7割が「食品ロス問題を意識」。コロナ禍で高まる「生産者を助けたい」意識 

 「食品ロス問題」を「強く意識している」（15.8％）、「ある程

度意識している」（52.3％）で合計は68.1％という結果にな

りました。 

 野菜の食品ロス削減のため、個人として実践・意識してい

ることでは、1位「食材を無駄にしないようにしている」

（78.8％）、2位「傷まないうちに消費する」（62.5％）、3位

「食べきれる量だけ購入する」（55.0％）でした。5位は「生

産者を助けたい」（28.8％）で、普段から約3割の人が意識

していることがわかりました。 

 「新型コロナウイルス感染拡大によって特に実践・意識す

るようになったこと」の1位も「食材を無駄にしないようにして

いる」（27.2％）で、3割近い人が回答しました。2位には「生

産者を助けたいと思う」（17.8％）が入り、コロナ禍で「生産

者を助けたい」という意識を持つようになった人が約2割い

ることがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「食品ロス問題を 

意識」 

計 68.1％ 

●「食品ロス問題」の意識度 

＜全体（N=600）＞ 

●野菜の食品ロス削減のために実践・意識していること ＜全体（N=600）＞ 

強く意識

している

15.8%

ある程度意識している

52.3%

あまり意識していない

23.7%

意識していない

8.2%

●バラ売り（包装なし）でもよいと思う野菜 

＜全体（N=600）＞ 

※1 冷蔵庫に入っている賞味期限や消費期限が短い食材、傷みやすい野菜・肉類を使い切る日のこと 

※2 リボーンベジタブルの略で、再生させた野菜の意味豆苗・青ネギなどの根や、ニンジン・ダイコンなどのヘタを水につけて栽培し、再生後に食すこと 

※3 「予約のキャンセルや売れ残りなどで発生した食品」と「食べたい人」をマッチングし、無料や割引価格で提供されるサービス 

(％) 

1位 　にんじん 64.8%

2位 　大根 64.7%

3位 　たまねぎ 64.0%

4位 　じゃがいも 61.7%

5位 　さつまいも 58.8%

6位 　トマト 58.7%

7位 　きゅうり 57.3%

8位 　なす 52.7%

9位 　かぼちゃ 52.0%

10位 　キャベツ 51.3%

8.5%「バラ売りでもいいと思うものはない」

78.8

62.5
55.0

28.827.2
17.8

0.0

45.0

90.0
実践・意識していること

新型コロナウイルス拡大によって特に実践・意識するようになったこと

※複数回答

「(普段から)実践・意識していること」の降順

食

材

を

無

駄

に

し

な

い

よ

う

に

し

て

い

る

傷

ま

な

い

う

ち

に

消

費

す
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食

べ
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れ

る
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だ

け

購

入

す

る

冷

凍
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存

な

ど

、

長

持

ち

さ

せ

る

保

存

方

法

を

工

夫

す

る

生

産

者

を

助

け

た

い

と

思

う

規

格

外

や

訳

あ

り

の

も

の

も

積

極

的

に

購

入

す

る

地

産

地

消

を

心

が

け

て

い

る

残

っ

た

料

理

も

リ

メ

イ

ク

な

ど

を

し

て

食

べ

る

野

菜

の

茎

や

皮

も

料

理

に

使

用

す

る

冷

蔵

庫

ク

リ

ー

ン

ア

ッ

プ

デ

ー

（

※

1

）

を

設

け

る

リ

ボ

ベ
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（

※

2

）

（

再

生

野
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）

に

取
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組

む

フ

ー

ド

シ

ェ

ア

リ

ン

グ

サ
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ビ

ス

（

※

3

）

の

利

用

特

に

な

い

／

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

拡

大

に

よ

っ

て

実

践

・

意

識

す

る

よ

う

に

な

っ

た

こ

と

は

な

い

実践・意識していること 78.8 62.5 55.0 36.8 28.8 28.0 27.3 27.0 26.5 13.3 12.0 4.3 12.7

新型コロナウイルス拡大

によって特に実践・意識

するようになったこと

27.2 10.0 11.2 9.2 17.8 5.0 6.7 3.3 4.2 1.8 1.8 1.8 42.5
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⑤ コロナ禍、4割が「生産者の顔がわかる野菜を買いたい」、約5割が「産地を気にして買う」ように 

新型コロナウイルスが感染拡大する2020年3月以降、野菜購入の際の行動や意識の変化については、「衛

生面を気にするようになった」（60.7％）が最も多く、特に 20代は 71.3％が回答しています。 

「生産者の顔がわかる野菜を買いたい」（全体：40.0％、30 代：46.6％）、「産地を気にして買うようになった」

（全体：47.0％、30 代：53.3％）は、特に 30 代が多く、生産者や産地に思いをはせて野菜を購入している様子

がわかりました。 

「鮮度を気にするようになった」（全体：57.3％、20 代：65.9％）、「日持ちのするものを買うようになった」（全

体：55.0％、20代：67.1％）、「料理での汎用性の高い野菜を買うようになった」（全体：52.9％、20代：63.8％）

はいずれも 20 代が最も多く回答しており、コロナ禍での野菜購入時の行動・意識は、特に若い年代がより多く変

化している様子がわかる結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●生産者の顔がわかる野菜を買いたいと思うようになった＜年代別＞ 

●産地を気にして買うようになった ＜年代別＞ 

新型コロナウイルス感染拡大以降（2020 年 3 月以降）の、野菜を購入する際の行動・意識の変化 

 

●日持ちのするものを買うようになった ＜年代別＞ ●料理での汎用性が高い野菜を買うようになった ＜年代別＞ 

●鮮度を気にするようになった＜年代別＞ 

●衛生面を気にするようになった ＜年代別＞ 

7.3

7.4

9.6

7.6

6.3

3.8

32.7

36.2

37.0

27.0

33.8

35.0

34.8

33.0％

31.9

34.6

33.8

43.8

25.2

23.4

21.5

30.8

26.3

17.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=600）

20代 （n=94）

30代（n=135）

40代（n=211）

50代（n=80）

60代（n=80）

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

40.0％

46.6％

9.0

8.5

8.9

9.5

12.5

5.0

38.0

38.3

44.4

34.1

33.8

41.3

32.3

36.2％

28.1

28.9

33.8

42.5

20.7

17.0

18.5

27.5

20.0

11.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=600）

20代 （n=94）

30代（n=135）

40代（n=211）

50代（n=80）

60代（n=80）

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

47.0％

53.3％

12.0

12.8

16.3

11.8

12.5

3.8

43.0

54.3

46.7

30.8

50.0

48.8

28.2

21.3％

24.4

32.2

22.5

37.5

16.8

11.7

12.6

25.1

15.0

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=600）

20代 （n=94）

30代（n=135）

40代（n=211）

50代（n=80）

60代（n=80）

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

55.0％

67.1％

11.7

11.7

19.3

10.0

10.0

5.0

41.2

52.1

43.0

33.6

45.0

41.3

28.8

24.5％

23.7

30.8

23.8

42.5

18.3

11.7

14.1

25.6

21.3

11.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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15 

 

まだまだ初めて家庭菜園に取り組む方が多かったためか、今年は４月中旬に店頭で野菜苗の問い合わせが

多かったのですが、あまり早いと寒さで枯らしてしまうことが多いので、苗の植え付けは４月末からをお薦めしてい

ます。特に初心者の方は気を付けてください。 

また、今年はホームセンターで、ヒマワリのタネが大幅に増えました。東日本大震災後にも見られた動きで、コ

ロナ禍で気持ちを元気にしたい表れではないかと感じました。 

家庭菜園ではトマトブームで、苗の売れ行きが好調ですが、小なすやピーマン、ししとうなどもプランターで場所

をとらず、比較的簡単に育つので来年挑戦し、育てる楽しみ・収穫する楽しみを多くの方に体感してほしいと考え

ています。 

 調査結果へのコメント（タキイ種苗 ホームセンター営業担当） 


